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生態系に配慮した排水路整備「竹須賀」

１ 事業概要
（目的）

地域の幹線的排水施設である計画排水路は，部分的に不整形な水路床，土羽
護岸であり，また，水路下流部の通水断面狭小のため洪水時の通水能力不十分
により，しばしば湛水被害に見舞われている．

このため，当該排水路を改修・整備することにより洪水時の湛水被害防止と
合わせ，常時地下水位の低下を図ることで耕地の汎用化を通じ，地域農業の安
定化に資する．

（事業内容）
事業名；経営体育成基盤整備事業（排水対策型）
地区名；竹須賀(たけすか)
所在地；徳島市川内町
工 期；平成 年度～ 年度(予定)19 26

事業主体；徳島県
総事業費；３億６千万円

1.4 km事業内容；排水路整備
( まで 施工済み， 施工)H21 180m H22 20m

41.5 ha受益面積；
関係農家； 戸77

２ 環境配慮対策
①植物種－クロモ，セキショウモ，ヨシ

水路底一部の非ライニング化による在来水生植物群の生育区間を確保．
施工による現況底質土の散逸防止．

②魚 種－モロコ，ヤリタナゴ，モクズガニ他
水路護岸内部に空洞を有する｢魚巣ブロック( )｣実施により，魚類に生息空※１
間や避難場所を提供．
水路護岸の根固めに間伐材を使用した｢木工沈床( )｣を採用することで，木※２
材と自然石の天然素材による空隙を水生生物に提供．
水路底一部の非ライニング化による貝類の生息場所を確保．

※１ 魚巣ブロック

魚類の生息や避難場所(いわゆる，｢すみか｣)を提供することを目的として，人工的に設置

する河川工作物．

， ，現在多く使用されているブロックは 内部に空洞部分を設けたもので河川形状や設置環境

， ． ，魚種等により 空洞部分の大きさや奥行きなどが異なる 空洞部分には開口部が設けてあり

魚類が出入りできるような構造になっている．

※２ 木工沈床

方格材(主に木材)と自然石を組み合わせて河川の水制工，護岸の根固め工として用いられ

る．

天然素材(木材と自然石)を使用した構造によりできる空隙を水生生物に提供することがで

きるために，特に魚類や微生物，とんぼ等の格好の生息地になるといわれている．

， ， ， ，木工沈床は 常時 水中に没するように設置すれば 腐食が進まず耐久性に優れるとされ

また，方格材に間伐材を使用することで，山林の整備が進み，流域を災害から守ることにも

つながる．
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１　事業位置図

２　水路構造図

　底張りコンクリート　

１
：
０
．
３

ＢＷ型（基礎ブロック）

ＡＷ型（魚巣ブロック）

ＤＷ型（緑草ブロック）

ＣＷ型（天端）

１
：
０
．
２

中詰め石（φ２００程度）

０．２４ｍ3／個／２ｍ

１
：
１
．
０

ほ 場

（現場採集良質土及び植生）

裏込め砕石又は栗石

敷砕石（０．０２ｍ3／個／２ｍ） ｔ＝５０

０．８５ｍ3／ｍ

（２段）

中詰土（０．３２ｍ3／個／２ｍ）

敷砕石ｔ＝１５０

底張りコンクリ－ト下（

中 詰 石

埋戻（中詰石）

開口部の高さに合わす）

（基礎ブロック全面

（０．１５ｍ2）

計画排水路

現地
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4　配慮実施
　①護岸(魚巣ブロック)

　②水路底

　③完成

魚巣ブロック施工状況－ブロック内部に中詰石を充填
　　　　　　　　　　　　　　　（中詰石 平均粒径20cm程度）

　ブロック施工完了

木工沈床施工状況－ブロック護岸の根固め工として採用
　　　　　　　　　　　　　 県産間伐材を角材に加工し活用
　　　　　　　　　　　　　 この後，中詰石を充填する

　木工沈床完成
　自然素材(間伐材と天然石)による空隙を水生生物に提供
　することが可能．中詰石 平均粒径10cm程度

土床部分
木工沈床

木工沈床

魚巣ブロック

緑草ブロック
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  ④状況１

  ⑤状況２

魚巣ブロック，木工沈床－施工後１年経過 木工沈床－方格材の腐食はみられない

水路構造－全景 水路底状態
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参考資料：平成２０年度田園環境検討委員会 実績資料

様式１３１ 環 境 配 慮 実 積

事 業 名 H19排水対策特別事業 地区名 竹須賀 市町村 徳島市

事務所名 東部農林水産局＜徳島＞ 課 名 農道水利担当 採択年度 Ｈ１９

環境配慮の内容：②最小化、④軽減／消失
底版中央部はコンクリ－トを張らず、土砂溜まり部分をつくり在来水生

植物の生育場所を残し、また、魚巣ブロックを設置し、水生動物の生息環
境を確保する。

○底版中央部をコンクリートで施工せず、土砂溜まり部分をつくり、在来水生植物の

生育場を残すと共に、水生動物の生息環境を確保する。
＜底版部の施工状況＞

○魚巣ブロックを設置し、水生動物の生息環境を確保する。
＜魚巣ブロックの設置状況＞

＜排水路断面図＞

kanrisya
タイプライタ
現地視察資料－８



参考資料：平成２２年度田園環境検討委員会 実績資料

様式１３１ 環 境 配 慮 実 績(1/1)

事 業 名 経営体育成基盤整備事業 地区名 竹須賀 市 町 村 徳島市

（排水対策型）

事業所名 東部農林水産局＜徳島＞ 課 名 整備第二 採択年度 Ｈ１９

環境配慮の内容：②最小化④軽減/消失
底版中央部はコンクリ－トを張らず、土砂溜まり部分をつくり在来水

生植物群の生息空間を確保する。また、魚巣ブロック及び木工沈床を設
置し、水生動物の生息環境を整える。

○底版中央部に土砂溜まり部分をつくり、在来水生植物群の生息空間を確保する。

＜底版部の施工状況＞

○魚巣ブロック及び木工沈床を設置し、水生動物の生息環境を整える。

＜魚巣ブロックの設置状況＞

＜排水路構造図＞

　底張りコンクリート　

１
：
０
．
３

ＢＷ型（基礎ブロック）

ＡＷ型（魚巣ブロック）

ＤＷ型（緑草ブロック）

ＣＷ型（天端）

１
：

０
．
２

中詰め石（φ２００程度）

０．２４ｍ3／個／２ｍ

１
：
１
．
０

ほ 場

（現場採集良質土及び植生）

裏込め砕石又は栗石

敷砕石（０．０２ｍ3／個／２ｍ） ｔ＝５０

０．８５ｍ3／ｍ

（２段）

中詰土（０．３２ｍ3／個／２ｍ）

敷砕石ｔ＝１５０

底張りコンクリ－ト下（木工沈床まで）

中 詰 石

埋戻（中詰石）

開口部の高さに合わす）

（基礎ブロック全面

（０．１５ｍ2）
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